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学 位 静 文 内 容 の 要 旨
肝線維化と肝腺房紬胸のアポトー シスとの馳連は,十分な解明はされていない.我 ･々札
ジブチルチンジクロライド(I)BTC)に卓る使性肝炎モデルにおいて.タウリンが抗線維
化作用を有することを報告した.しかし.辞腺房細胞のアポトー シスに対するタウリンの
効果は.未だ不明である.そこで,我々は.DBTC革具慢性肝炎と藤腺房細胞株AR42J
において.タウリンの有無におけるアポトー シスを調べた.DBTCの単同投与で挿線維化
を誘導した.ラットに.タウリン含有飼料または,普通飼料を与え.5日目に犠牲死させ
た.挿腺房細胞株AR42Jは.DFTCの有無,タウリ.ンクロラミンを加えて,培考した.ア
ポトー シスは.TUNEL法を用いて検出した.AR42J細胞捧解液のBad.Bcl･2蛋白発現
は.ウェスタンブロット法で検出した.DBTC誘発ラッ'トの挿腺房細胞のアポトー シスイ
ンデックスは,有意に増加した.DBTCに誘発された搾線維化と腺房細胞のアポトー シス
は.タウリン投与により抑制された.揮腺房細胞株AR42JのTUNEL陽性細胞数は.I)BTC
投与で有意に増加し.タウリンタロラミシ添加により;改善した.結輪t:して.実験睦性
辞炎モデルにおいて.タウリンは.聯腺房細胞のアポトー シスと肝炎を抑制した.
漁 文 筆 査 措 果 の 要 旨
本研究では､DibutyltinDictdoiid'eDBTC)惹起慢性藤炎モデルにおける
タケリンの勝腺房細胞のアポ トー シスと陣線維化に対する効果について検
討した｡
I)BTCをラットに投与すると腺房細胞の減少と陣線維化を絡めた｡腺戻
細胞の減少にはアポト⊥シスが関与していた｡一方､タウリン投与群では梓
の線維化及びアポ トー シスが滅少 していた｡また挿腺房培養株である
AR42J細卿 こDBTC.を耐 口するとBad茸白の増加､Bcl12雪白の減少を終l
めたが､タウリンクロラミンを培養被に添加すると､その変化が改善された.
しかし､タウリンそのものにはその作用がなかった｡慢性騰炎実扱モデルに
おいて､タウリンのアポ トー シス抑制件用と鰍 ヒ抑制作用を示した点で興
味深い｡
'よって本研究者性博士 (医学)わ学位を得る資格があると静める.｡
